
JMOOCのマイクロクレデンシャル
に関する活動経緯

児玉靖司

JMOOC理事、マイクロクレデンシャルWG主査

法政大学教授



目次

1. JMOOCの国際連携に関する活動

2. 海外の現状（アジア）

3. Thai MOOC Academy（ACBS）

4. ユーロパス

5. ECTS

6. JV-Campusとの共同WG

7. デジタルバッチ

8. まとめ



JMOOCの国際連携活動

◼ ユネスコ主催（ユネスコ＠バンコック）の国際会議
◼ アジア欧州会議（分科会）主催の国際会議

K-MOOC（韓国）が中心

◼ 2015年（中国成都）＜ユネスコ主催＞
◼ Regional Expert Meeting on MOOCs
日本代表として「オンライン授業」について

◼ 2016年（明治大学）＜ユネスコ、JMOOC主催＞
◼ Asia Regional MOOC Stakeholder Summit 2016

◼ 2017年（タイ・バンコック）＜ユネスコ主催＞
◼ The 1st Asia-Pacific MOOCs Stakeholder Summit
タイのThai-MOOC、韓国のK-MOOCと協調して開催した。

◼ 2018年（中国深圳）＜ユネスコ主催＞
◼ Asia-Pacific Regional Seminar on MOOCs for Higher 

Education
◼ 2018年（ソウル）＜アジア欧州会議（ASEM）主催＞

◼ ASEM MOOC's Stakeholders Forum 2018 3



JMOOCの国際連携活動

◼ 2019年（中国深圳）＜ユネスコ主催＞

◼ Regional Consultation on ICT-Driven 
Innovation in Higher Education in Asia-
Pacific

◼ 2019年（マレーシア・プトラジャヤ）＜アジア欧州会議（ASEM）主催

＞

◼ ASEM MOOCs Stakeholders Forum 2019

＜コロナ禍（Covid-19）＞

◼ 2020年（オンライン開催）＜アジア欧州会議（ASEM）主催＞

⇐ ACBSを発表

◼ ASEM MOOCs Stakeholders Forum 2020
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JMOOCの国際連携活動

2024/1/19

マレーシア（2019） 中国（2019）

タイ（2017）

⇒ 2020年 ASEM会議
ACBS

（Academic Credit Bank System）

を発表



JMOOCの国際連携活動

◼ アジア諸国では、当初よりクレジットあり（有
料）が主流である。Cyber University or Open 
University or 放送大学と同様の扱い。

◼ K-MOOC、Thai-MOOC、JMOOC が中心であ
る。

◼ 2019年頃から K-MOOC、Thai-MOOC では、
ACBS(Academic Credit Bank System<単位バ
ンク＞）を構築している。

マイクロクレデンシャルの議論へ
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JMOOCの国際連携活動

◼ 2018年に中国では、10グループ位あった。現在
は、清華大学グループ（Xuetangx,スェタン）が
主流である。

◼ その他、香港、イラン、インド、スリランカ、
ミャンマ、モンゴルなどでもMOOCsを実施して
いる。

マイクロクレデンシャルの導入については調査中
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JMOOCの国際連携活動

◼ 2023年 The 14th TCU International e-
Learning Conference（バンコク・タイ）にて
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JMOOCの国際連携活動

◼ 2023年 NALI2023 （マレーシア）にて
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JMOOCの国際連携活動
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海外の現状（アジア）

◼ K-MOOC（韓国）（http://www.kmooc.kr/）

National Institute for

Lifelong Education

（国立機関）

ACBS を構築

マイクロクレデンシャルを導入、定義
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海外の現状（アジア）

◼ 中国（https://www.xuetangx.com/）

清華大学（の子会社）

（国立大学）

HPのクラウドを買収

学習者１億人以上

◼ 中国（https://cmooc.bnu.edu.cn/）

上海の大学

（国立大学）
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海外の現状（アジア）

◼ インドネシア（https://icei.ac.id/）

Indonesia Cyber 

Education Institute

(ICE Institute)

（国立大学）

◼ マレーシア
（https://www.openlearning.com/celtpoliteknikmalaysia/）

多くの大学で独自にMOOC を実施している。

（国立大学）

マイクロクレデンシャルを導入、定義
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海外の現状（アジア）

◼ フィリピン（https://www.upou.edu.ph/home/）

University of the

Philippines

Open University

(UP Open University)

（国立大学）
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海外の現状（アジア）

◼ Thai-MOOC（タイ）（https://thaimooc.org/）

Thailand Cyber

University Project

（TCU）（国立機関）
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Thai MOOC Academy

2024/1/19



Thai MOOC Academy

2024/1/19



Thai MOOC Academy

2024/1/19



Thai MOOC Academy

2024/1/19
ASEAN Credit Transfer System

マイクロクレデンシャルを導入、定義



ユーロパス（Europass）

■ https://qaupdates.niad.ac.jp/2021/03/24/microcred

ential-european-approach/

■ 生涯教育
■ 仕事を得るためには、マイクロクレデンシャルは

必須

2024/1/19



ユーロパス（Europass）

2024/1/19



ユーロパス（CVを作成⇒将来は自動）

2024/1/19



ECTS（European Cregit Transfer and Accumulation System)

2024/1/19

■ 高等教育



文科省

■ https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/shitu/128

7263_00001.htm

■ JV-Campus     https://www.jv-campus.org/

2024/1/19



JV-Campus JMOOC共同WG

■ https://www.jmooc.jp/202308_report/

2024/1/19



デジタルバッチ

◼ に

University of the

Philippines

Open University

(UP Open University)

（国立大学）
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デジタルバッチ（日本）

◼ 日本はデジタルバッチ

◼ タイ（Thai MOOC）と韓国（K-MOOC）は、
ACBS（Academic Credit Bank System）

◼ ヨーロッパは、ユーロパス（Europass）
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まとめ
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⚫ JMOOCでは、2015年よりアジアのMOOCsのステークホル
ダーと連携し、活発な議論をしている。

⚫ 2020年頃より、Thai-MOOC、K-MOOC より、
ACBS(Academic Credit Bank System）が導入され、マイ
クロクレデンシャルに関する議論が活発化した。

⚫ アジアでは、ACBS の構築が進んでいる。国際間での単位互
換を目指している。

⚫ ヨーロッパにおいても、マイクロクレデンシャルの定義、活
用が進んでいる。

⚫ JV-Campusとの共同WGを設立した。
⚫ 授業の質をどのようにして保証するか、がこれからの議論の

テーマの一つである。
⚫ マイクロクレデンシャルの統一した定義（すりあわせ）が急

務である。


	スライド 1: JMOOCのマイクロクレデンシャル に関する活動経緯
	スライド 2: 目次
	スライド 3: JMOOCの国際連携活動
	スライド 4: JMOOCの国際連携活動
	スライド 5
	スライド 6: JMOOCの国際連携活動
	スライド 7: JMOOCの国際連携活動
	スライド 8: JMOOCの国際連携活動
	スライド 9: JMOOCの国際連携活動
	スライド 10: JMOOCの国際連携活動
	スライド 11: 海外の現状（アジア）
	スライド 12: 海外の現状（アジア）
	スライド 13: 海外の現状（アジア）
	スライド 14: 海外の現状（アジア）
	スライド 15: 海外の現状（アジア）
	スライド 16: Thai MOOC Academy
	スライド 17: Thai MOOC Academy
	スライド 18: Thai MOOC Academy
	スライド 19: Thai MOOC Academy
	スライド 20: ユーロパス（Europass）
	スライド 21: ユーロパス（Europass）
	スライド 22: ユーロパス（CVを作成⇒将来は自動）
	スライド 23: ECTS（European Cregit Transfer and Accumulation System)
	スライド 24: 文科省
	スライド 25: JV-Campus JMOOC共同WG
	スライド 26: デジタルバッチ
	スライド 27: デジタルバッチ（日本）
	スライド 28: まとめ

